
警察

SNS世界一周
してます！

年末年始は帰省や旅行で家を空ける時間が増え、空き巣被害のリスクが高まります。
ちょっとした工夫でリスクを下げることができますので、しっかりと防犯対策をしましょう。

「留守の気配」は見られています

広島県警の安全安心アプリ「オトモポリス」
安芸高田警察署　☎47-0110　／　危機管理課　☎・お太助フォン 42-5625

地域の犯罪や不審者情報など防犯に役立つ機能を備えたスマートフォン専用アプリ ▶

施錠は絶対

地域で支え合い

郵便受け対策

SNS告知はもってのほか
郵便物や新聞がたまると「留守」
が一目で分かってしまいます。配
達停止や家族・知人へ回収を依
頼しましょう。

旅行や帰省の予定をSNSに投稿
すると不在を知らせることにな
ります。旅行の投稿は帰宅後に！

信頼できる近所の方へ不在を
伝えておくことで、異変に気付
いてもらえます。

玄関はもちろん、窓や裏口など
侵入可能なところは全て施錠し
てください。

防犯グッズの活用
人感ライトや防犯カメラ、タイ
マー式の照明などの防犯グッズ
を積極的に活用してください。

消防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署　☎42-0119・お太助フォン42-3952　　47-1191

このたび、北部分駐所に最新鋭の消防車を導入しました。この車両には
「CAFS（キャフス）」という効率的に消火をすることができる装置が備えられ
ており、緊急時の消火活動をより安全かつ効果的に行えるようになります。

安芸高田消防署　北部分駐所（美土里町北）
消防ポンプ自動車が新しくなりました

CAFS（キャフス） 　圧縮空気泡消火装置

皆
さ
ん
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
！

水に少量の消火薬剤を混ぜ、圧縮空気を送り込んで泡を
作り出す装置。放水後の泡は自然に消え、環境に優しい
ものになっています。

水の表面積を広げることで効率よく消火できる。

消火時の二次被害（水損）の防止に有効。

ホース内を通るのは軽い泡なので消防隊員の負担が軽減。
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安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員 古川 恵子

シリーズ
｢博物館コレクション｣
第33回

国
こくぐんしごようにつきしたしらべかきだしちょう

郡志御用二付下調書出帳
桑田村
（1819年）

毛もの類の項目には絶滅した狼や川うそ（ニホンカワウソ）が記載されています。昨年から問題になっている熊は書かれ
ていません。虫之類の「くちなわ」とは蛇のこと。「農余浮儲」とは、農業の合間の収入源。家の数は126軒。

内
容
は
、村
名
の
由
来
、歴
史
、小
字
、村
高
、

諸
上
納
物
、地
形
、溝
、井
手
、風
俗
、社
寺
、古

跡
、特
産
品
、動
植
物
、人
口
、牛
馬
数
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、簡
略
化
し
た「
芸
藩
通
志
」よ
り

内
容
が
詳
細
で
、安
芸
高
田
市
の
当
時
の
様
子

を
知
る
上
で
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、歴
史
民
俗
博
物
館

で
展
示
中
の
桑
田
村(

現
美
土
里
町)

の
下
調

帳
で
す
。

こ
の
下
調
帳
に
よ
る
と
、村
名
は
、む
か
し

桑
の
大
木
が
あ
り
、そ
の
跡
が
田
地
に
な
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

人
口
は
５
９
５
人
で
、男
３
２
０
人
、女

２
７
５
人
。風
俗
の
項
目
に
は
、正
月
４
日
か

ら
み
の
を
編
み
、11
日
に
は「
農
具
始
」と
い
っ

て
わ
ら
仕
事
、商
売
人
は
帳
を
こ
し
ら
え
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
花
田
植
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ

り
、そ
の
様
子
は
華
美
で
は
な
い
も
の
の
、現

在
と
同
じ
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

市
内
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る「
高
田
郡
史
」

の
資
料
編
に
は
、旧
高
田
郡
内
32
の
村
の
下

調
帳
が
現
代
の
文
字
に
翻
刻
さ
れ
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
１
８
２
５(

文
政
８)

年
、広
島
藩
の
事
業
で
新
た
な
地
誌「
芸げ
い
は
ん
つ
う
し

藩
通
志
」が
完
成
し
ま
し
た
。地
誌
と
は
地
名
、地
形
、交
通
、産
物
、

風
俗
、習
慣
、伝
承
な
ど
を
ま
と
め
た
地
域
の
基
本
デ
ー
タ
で
す
。

こ
の
芸
藩
通
志
を
作
成
す
る
た
め
に
各
村
か
ら
藩
に
提
出
さ
れ
た
の
が「
国
郡
志
御
用
ニ
付
下
調
書
出
帳
」(

以
下
、下
調
帳)

で
す
。
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